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産褥期における発熱と乳量・飼料摂取量 
および疾病発生との関係 

 
乳牛では産褥期に疾病が多発し、多大な経済的損失を招いています。乳牛の健康状態を監視

する有効な手法の一つとして体温測定があり、近年産褥期の定期的な体温測定が推奨されてい

ますが、生産現場ではその有用性が未だ浸透していません。そこで、北海道立根釧農業試験場

では産褥期の乳牛において発熱状況と健康状態の関係および飼養成績に与える影響について調

査し、定期的な体温測定の有用性を実証しました。 

☆ 技術の概要 

１. 分娩後 13日間に初産牛は 60％、経産牛は 39％の牛で発熱しました。発熱牛群の体温推移

は分娩後３日目に最高体温を示しました。定期的な体温測定により、発熱牛の約 70％を分娩

後４日目までに検出することが可能であることが分りました。 

２. 分娩介助を行なった初産牛は発熱する割合が 84％と有意に高く、また初産牛では胎盤停滞

および子宮・腟の炎症を発症した牛のほとんどが発熱しました（表 1）。 

３. 分娩後に発熱する初産牛では産褥期の乾物摂取量が有意に低下し（P<0.01）、経産牛では

産褥期の乳量が低い傾向にありました（P=0.07）。 

４. 表 2に産褥期における体温測定のポイントを示します。 

 

 表1.分娩後13日間の疾病発生状況および発熱状況    表2.産褥期における体温測定のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
活用面での留意点 

本成績の知見は、産褥期における乳牛の体温測定による健康管理に利用できます。本成績に

おける体温とは直腸温です。詳細は、北海道立根釧農業試験場（TEL:0153-72-2042)にお問い合

わせください。 
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